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研究成果の概要（和文）：先土器新石器時代A期の定住化から食料生産の開始、農耕牧畜社会の確立、都市化に
伴う生産集約化など社会経済的変化に伴う、ヒツジ、ヤギ、ウシ、ブタの４種の家畜利用の変化を調べるため、
ティグリス川上流域に位置するPPNA期から土器新石器時代初頭の遺跡およびヨルダン南部の先土器新石器時代か
ら後期新石器時代にかけての遺跡から出土した動物骨を分析した。ティグリス川上流域東部の初期定住村落は、
多様な資源を利用し繁栄したが食糧生産は始まらず放棄された。資源の過利用が一因だった可能性がある。家畜
化はユーフラテス川上流域で進行し、家畜化から、家畜ヒツジの飼育を中心とする牧畜社会への移行へは約1000
年間を要した。

研究成果の概要（英文）：The process of domestication of sheep, goat, cattle and pigs,  and the 
development of pastoral economy was the economic foundation of West-Asian civilizations. Nomadic 
pastoralist have played an important role in the regional interaction. Animal bone remains from 
archaeological sites in upper Tigris Basin, ranging in time from Prepottery Neolithic A to Pottery 
Neolithic Period were investigated. Spread of domestic animals into the dry regions in southern 
Levant was also investigated. The early sedentary sites in the eastern Upper Tigris used a wide 
spectrum of wild animal and plant resources, but were abandoned without making transition to food 
production. One of the reasons for the discontinuity could be the overexploitation of natural 
resources. Domestication process slowly progressed in the next 1000 years in the upper Euphrates 
Basin to the west, until agriculture and pastoralism finally became the important subsistence basis.
 

研究分野： 環境考古学
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１．研究開始当初の背景 
これまでの西アジアにおける動物考古学

的研究により、ヒツジ、ヤギ、ウシ、ブタの
家畜化は現在のシリア北部、トルコ南東部、
イラン北西部の「肥沃な三日月弧」の北部で
進行したことがわかった。代表者はこれまで
にティグリス川上流の先土器新石器時代の
チャヨニュ遺跡から出土した動物骨を研究
し、約 11000 年前に家畜が飼育され始めてか
ら牧畜が生業の重要な基盤として確立する
には約 1000 年かかったことを明らかにし、
乳製品や羊毛などの二次的生産物の利用技
術の発達が家畜と牧畜の周辺への伝播を促
したと論じた。農耕と牧畜による食糧生産は、
生業基盤として古代都市文明社会の成立に
つながる社会システムの発達を促した一方
で、居住地周辺の環境劣化をもたらした。食
糧生産の拡大と自然資源の過利用による野
生動物資源の減少は牧畜への依存をさらに
進めた。 
 近年、出土骨の種同定や形態に関する動物
考古学的な研究と、古ＤＮＡや動物骨に含ま
れる安定同位体の分析などを組み合わせ、西
アジアの過去１万５千年間の環境史と家畜
化および家畜の伝播を明らかにしようとす
る研究が盛んになっている。本研究は、出土
骨を用いた様々な分析を取り入れつつ、家畜
飼育の開始と牧畜技術の発達から都市文明
社会の成立にいたる社会・経済の複雑化と環
境史を明らかにする共同研究として構想さ
れた。 
 
２．研究の目的 
 先土器新石器時代A期に始まった定住村落
の形成は、家畜飼育の開始の前提条件となっ
た。本研究は定住化から食料生産の開始、農
耕牧畜社会の確立に至る紀元前 10000 年〜
5000 年の遺跡から出土した動物遺存体資料
を分析の対象とした。定住村落では、人間活
動により継続的な自然環境の改変や資源の
集中利用がおこる。さらに農耕・牧畜の開始
による資源獲得戦略の変化、生産集約化など
の社会経済的変化とあいまって、野生動物の
狩猟や、ヒツジ、ヤギ、ウシ、ブタの４種の
家畜の利用がどのように変化していったか
を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 家畜化が始まった核地域であるティグリ
ス川・ユーフラテス川の上流域の新石器時代
遺跡から出土した動物遺存在体を主な研究
対象とした。また、人類が家畜を伴い乾燥地
域に進出していく過程を明らかにするため、
ヨルダン南部のステップー砂漠地帯の新石
器時代遺跡から出土した資料を収集した。先
土器新石器時代 A 期の遺跡であるハッサン
ケイフ・ホユック（紀元前 9500 年ごろの家
畜化直前の狩猟採集に基盤を置く集落）、
PPNA~土器新石器時代にわたる資料が出土
したチャヨニュ(紀元前 10000−6000 年の家

畜化の始まりから牧畜への移行期)、土器新石
器時代初頭のスマキ（紀元前 7500-6500 年ご
ろ。家畜の受容、農耕・牧畜に基盤をおく。）
の資料を研究対象とした。スマキとほぼ同時
期のサラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡の出土
資料も比較対象とした。これらの１次資料に
加え、分析データが公表されているティグリ
ス川、ユーフラテス川上流域の遺跡の資料を
比較データとして利用した。比較にあたって
は、海外の研究者との共同研究、データ交換
を積極的に行った。さらに、ヨルダンの乾燥
地帯のワディ・アブ・トレイハ遺跡およびジ
ュバル・ジュヘイラ遺跡の資料により、乾燥
地でのヒツジ飼育の開始について検討した。 
出土した動物遺存体を分析し、種構成、死

亡年齢構成、主要な動物種のサイズを調べた。 
発掘調査が進行中のハッサンケイフ・ホユッ
ク遺跡出土資料およびヨルダンの遺跡出土
資料のデータ収集は現地で発掘調査期間中
に行った。スマキ遺跡の出土資料は、輸出許
可を得て代表者の所属機関に送付され、研究
室で分析を進めた。 
 
４．研究成果 
ティグリス川上流域東部の初期定住集落

であるハッサンケイフ・ホユック（紀元前
9500-9000 頃）は、動物資源を野生動物の狩
猟により得ていた遺跡である。出土動物遺存
体の分析の結果、野生ヒツジが最も重要な動
物性資源であったことがわかった。淡水魚を
積極的に利用していたことも明らかになっ
た。この地域の同時期の遺跡は、主に利用し
た動物種や植物種が異なるなど、各遺跡に特
徴的な資源利用戦略がみられる。この地域の
初期定住集落は「地産地消型の多様な資源利
用戦略」をとり、数百年間繁栄したが、食糧
生産には移行せずに前 9000 年までに放棄さ
れた。出土動物骨を分析した結果、放棄前の
時期には森林性の大型動物の減少と草原に
生息するウサギなどが増加し、主な狩猟対象
動物の年齢構成から狩猟圧の高まりが示唆
された。しかし、動物定住村落が数百年間営
まれたことによる環境改変（森林の減少）や、
野生動物資源の減少はうかがわれるものの、
遺跡の放棄の原因を生業だけには求めるこ
とはできないと考えられる。ティグリス川西
部に位置するチャヨニュ遺跡は、ユーフラテ
ス川上流域における「新石器化」の流れに乗
り、植物栽培が開始され、前 8300 年ごろか
ら家畜が導入され始めた。しかし家畜ヒツジ
の飼育を中心とする牧畜社会への移行は、約
1000 年間を要する緩やかなものであった。
家畜化の中心地域であるユーフラテス中・上
流地域から周辺への家畜の伝播は、従来４種
の家畜と栽培植物がセットとなった「新石器



文化の伝播」としてとらえられていたが、地
域により受容された家畜の種類と伝播時期
に違いがあることがわかってきた。ヒツジは
いち早く伝播し各地で受容され、レバント南
部の乾燥地帯にも先土器新石器時代 B 期末
までにはヒツジ飼育が広がっていく。紀元前
7500 年頃までに、ティグリス川・ユーフラ
テス川上流域の遺跡では家畜ヒツジが動物
骨の出土量の 50-80%を占めるようになる。
ヒツジの乳利用が始まったことが家畜が需
要された要因の一つだったとの見方もある。
紀元前 6500 年ごろには肥沃な三日月弧のほ
ぼ全域の遺跡で、家畜ヒツジが多数を占める
ようになる。のちの西アジア文明においては
羊毛の生産が重要な経済的基盤となったこ
とからも、ヒツジの家畜化は農耕の開始と共
に、文明の発達への布石となるもっとも重要
な転換点であったと言える。 
ティグリス川上流域東部では土器新石器

時代初頭に再び集落が形成され始めるが、こ
の際には４種の家畜をすべて伴っていたこ
とが、サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡やス
マキ遺跡の資料の分析結果からわかった。た
だし、家畜ウシの導入はやや遅れ前 7000 年
紀に入ってからだった可能性があり、スマキ
遺跡の資料の詳細な分析を継続している。東
方のザグロス山麓では、前 6000 年ごろに急
速に家畜ウシの導入が進むことがわかった。 
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